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問
い
合
わ
せ

市
役
所
安
岐
総
合
支
所

　

地
域
市
民
健
康
課
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国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

安
岐
支
所

　

☎
０
９
７
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67―
１
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生
活
支
援
ハ
ウ
ス
を
ご
存
知
で
す
か

　

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
は
、
高
齢
等
の
た

め
独
立
し
て
生
活
す
る
こ
と
に
不
安
の

あ
る
高
齢
者
や
、
家
庭
の
都
合
に
よ
り

一
時
的
に
家
庭
で
の
生
活
が
で
き
な
く

な
っ
た
高
齢
者
等
に
、
必
要
に
応
じ
て

一
定
期
間
居
室
を
提
供
す
る
在
宅
福
祉

施
設
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
要
介
護
・
要
支
援
認

定
の
結
果
非
該
当
、
ま
た
は
要
支
援
及

び
要
介
護
１
程
度
の
認
定
を
受
け
た
方

で
、
入
所
判
定
委
員
会
で
相
当
と
認
め

ら
れ
た
方
が
入
居
で
き
ま
す
。

　

国
東
市
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
や
す
ら
ぎ
」
（
安
岐
町
下
山
口
38
ー

１
）
の
施
設
内
に
に
あ
り
ま
す
。

ご高齢の方にやさしい
個室です

入居者を
募集しています

　

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
い
く
つ
か
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。

★
国
東
市
の
住
民
で
、概
ね
65
歳
以
上
の
方

★
家
族
の
援
助
を
受
け
る
の
が
困
難
な
方

★
介
護
が
必
要
な
状
態
で
な
い
方

★
入
院
加
療
が
必
要
で
な
い
方

★
一
時
的
に
自
宅
で
の
生
活
が
で
き
な
い

　

（
建
て
替
え
等
）
方

入
居
定
員　

15
人

（
一
人
部
屋
７
室
・
夫
婦
部
屋
４
室
）

　

全
室
個
室
・
エ
ア
コ
ン
・

　

キ
ッ
チ
ン
・
ト
イ
レ
を
完
備

　

浴
室
は
共
用
で
す
。

ご
利
用
に
あ
た
っ
て

○
日
常
生
活
で
直
接
の
お
手
伝
い
・
介
護

は
サ
ー
ビ
ス
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
（
必
要
に
応
じ
て
介
護
保
険
の
利
用
は
可
）

○
お
食
事
は
、
自
炊
と
な
り

ま
す
。

○
体
調
不
良
、
病
気
等
の
処

置
は
診
療
所
・
病
院
等
で

お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
利
用
期
間
は
原
則
と
し
て

１
年
以
内
で
す
。

ご
利
用
料
金

利
用
料
＋
実
費
負
担
（
光
熱
水
費
・

共
用
費
）
に
な
り
ま
す
。

○
利
用
料
は
、
収
入
に
応
じ
て
、
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

（
０
円
か
ら
５
０
、
０
０
０
円
／
月
）

ご
利
用
の
方
法
は
？

○
福
祉
事
務
所
、
各
総
合
支
所
地
域
市
民

健
康
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
必
要
性
を
検
討
の
上
で
利
用
の
可
否

を
決
定
し
ま
す
。
）

　２月22日（水）、国東市教育委員会へ「岡山の石井十次」の名前
で、子どもたちのためにと現金16万円の寄付をいただきました。
　現金書留に同封された手紙と教育委員会への電話によると、贈
り主は、旧東国東郡内の中学校を昭和42年に卒業された方で、中学時代に就学援助を受けて
修学旅行に行けたとのことです。このたび退職されて、その時のお礼として16万円を現金書
留で送っていただきました。届いた現金には、当時の援助を忘れないようにと手元に保管し
ていた昔の聖徳太子の１万円が１枚含まれていました。
　また、名のられた“石井十次さん”とは、日本で最初に孤児院を創設し「児童福祉の父」
と呼ばれた人物です。
　教育委員会では、この温かい寄付を小・中学校の教育のために有効活用します。

教育委員会に１６万円の匿名寄付教育委員会に１６万円の匿名寄付


